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指定工場の
車検ﾌﾟﾛｾｽ例

要望のあった
対象作業

(3)OBD検査未実施状態での申請防止機能
（システム連携）

(2)記録簿へ結果の自動
入力（システム連携）

(1)確認・検査モードの視覚的な分かり易さ

ご要望
内容

（イメージ）

OBD検査システムの更なる使用性向上に向けた改善要望

・本格運用後も日常業務でOBD検査を実施する中、系列販売店からシステムの使用性に関する改善要望が届いております
・既にプレ運用時からも、NALTEC様を中心にポータルサイト等を通じて届いた様々な要望の声を基に、
計画的な改修を検討されておりますが、本格運用後にも改めて届いた市場からの要望を紹介いたします
⇒改善の実現性、重要度、改修コスト等の観点から、実施すべき改善対応および優先順位のご検討をお願いしたい

【ご要望内容の具体イメージ】

受付け 点検・整備 検査 保適証交付 車検証更新

OBD確認モードを選択し、
確認実施

記録簿作成

OBD検査モードを選択し、
検査実施

“記録簿作成システム”を
利用した検査結果の記入

“保適証サービス”や”OSS申請共同利用システム”を
利用した各種申請

OBD検査
結果

記録簿作成
システム

車両
情報

検査
結果

OBD検査用サーバー

①誤選択させないボタン配置

②バーの色以外でのモード違いの表現

記録簿へ結果を自動反映

車両
情報

検査結果
チェック

車両
情報

API
連携

API
連携

API
連携

保適証
サービス

OSS申請共同
利用システム

OBD検査“適合”結果の
データがない場合、
保適証を交付させない
（または注意喚起）

OBD検査“適合”結果の
データがない場合、
OSS申請をさせない
（または注意喚起）

検査結果
チェック

第1回OBD検査モニタリング会合【資料4-2】
（日本自動車工業会作成）の再掲



○ 第1回OBD検査モニタリング会合等での要望事項を受け、今後、OBD検査システムの
以下の改修を行う予定です。

［１］ 『OBD検査モード』、『OBD確認モード』を誤選択しないための改修

［２］ OSS申請時、OBD検査未実施車両の申請をエラーとするための改修

OBD検査システムの使用性向上に向けた改善要望への対応

［１］ 『OBD検査モード』、『OBD確認モード』を誤選択しないための改修

【対応①】 『OBD確認モード』選択ボタンの配置の変更

【対応②】 指定工場の検査員が『OBD確認モード』を選択した場合のポップアップ画面による注意喚起

【対応③】 『OBD確認モード』画面の背景色の変更

令和7年夏頃改修予定

【対応①】
押し間違えることがないよう、
［OBD確認］ボタンの位置を［OBD検査］ボタンから離します。



【対応②】
検査員が『OBD確認モード』を選択した場合
ポップアップで注意喚起します。

「OBD確認モード」は、検査における
基準適合性の証明には使用できません。
よろしいですか？

車検証
二次元コード読取

電子車検証
ICタグ読取

車両情報
手入力

検査要否確認

実行

【対応③】
『OBD確認モード』画面の背景色を
『OBD検査モード』と異なる色に変更します。

［２］ OSS申請時、OBD検査未実施車両の申請をエラーとするための改修 改修時期未定

OBD検査システムを、日本自動車整備振興会連合会が提供する
「保適証サービス（電子保安基準適合証システム）」と連携させ、
OBD検査が必要な車両のOSS申請時、OBD検査システムに
「適合」結果の記録がない場合はエラーとする。

OSS申請時、保適証サービスからの照会に対し、
OBD検査システムが回答

照会

回答

注：各デザインは案の段階のため
変更となる可能性がある

注：現在調整中のため詳細は変更となる可能性がある


